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2024年度決算・事業報告 

 

みなさまのお陰を持ちまして 2024 年度も無事、活動を進めることができました。あ

りがとうございます。 

札幌チャレンジドの設立は、2000年ですから 2025年は、25周年の年になります。

年々、事業規模が大きくなり、2024年度は、約 1億 7千万円の規模となりました。事業

規模が大きくなるに従って、収支の幅も大きくなり、2024 年度は、約 1,200 万円の黒

字となりました。2023年度末の累積赤字を解消でき安堵しています。 

しかしながら、2025 年度の予算では約 800 万円の赤字予算となっています。Ｂ型事

業所の新規開設や物価・人件費高騰等の影響が大きく、再度、累積赤字となる見込みです。 

赤字状態は、できる限り早期に回避する必要がありますが、単年度の収支に右往左往

せず、経営理念である「社会性の追求」「事業性の追求」「革新性の追求」を進めていくこと

が大切だと考えています。 

 

また、札幌チャレンジドでは、３年ごとに中期経営計画を策定しており、2025 年が

2025年～2027 年の三ヶ年計画の策定時期となっています。しかしながら現在の事業

状況の中で、今後の事業展開が不透明な事業が多く、中期経営計画の策定を一年間、延

期することとしました。 

昨今、日本の大手企業も経営環境の不透明感が強く、経営見通しの作成を延期する企

業が増えています。札幌チャレンジドは、NPO 法人ですが、経済活動をしている法人なの

で、世の中の流れの中でもがいている状況です。 

 

このような厳しい状況を乗り越えていくためにも、引き続き、札幌チャレンジドへのご

支援を賜りたく、お願い申し上げます。 

 

 

２０２５年７月 

ＮＰＯ法人札幌チャレンジド 理事長 加納 尚明 
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札幌市障がい者ＩCＴサポートセンター 

障がいのある方を対象としたパソコン＆タブレット講習会のご案内 

2025 年度 パソコン・ タブレット講習受講者募集 
今月は 2025 年 9 月、10 月、11 月の受講者を募集いたします！ 

 
この「パソコン講習」は、障がいがある方を対象として①パソコン、あるいは②タブレット(アイパ

ッド、アンドロイド）が学べます。例年、団体クラスと個別対応クラスを併設しておりましたが、今
年度も昨年同様新型コロナウィルスの状況への対応を踏まえ、社会的距離を確保するために、
講師と受講者の一対一での講習の個別対応クラスのみ用意しています。 
 
１ 対象者 
札幌市内にお住まいの、障がいがある方。年齢は問いません。 

講習内容で扱う、パソコン、タブレット（アンドロイド、アイパッド）に初めて触れる方をはじめ、入
門者、初心者が対象です。 
 
２ 講習内容（この中から 1 科目選択ください） 
聴覚に障がいのある方には筆談のサポート、あるいは手話通訳が対応し、受講いただけます。 
①パソコン入門 
（1）パソコンの基本操作（電源の入れかたからマウスの操作など） 
（2）文書の作成（文字の入力、文章の作成、ファイルの保存、ハガキの作成など） 
使用するソフト：ワード 
（※視覚に障がいのある方の使用ソフト：マイエディット） 

②アイパッド（iPad）基本 
電源の入れ方から始り、基本的な機能と操作の入門です。 
視覚に障がいのある方には、画面の拡大機能、音声機能（ボイスオーバー、シリ）が活用
できます。 

③アイパッド(iPad)アプリ 
＿ 入門コースのおさらいから始まり、扱うアプリ（ソフト）の数が多くなります。 
④タブレットとスマートスピーカーで IoT 入門 

＿ タブレット（アンドロイド）の操作とスマートスピーカーの利用方法を学習し、情報アクセスツー
ル活用のスキルの習得を目指します。 

 
３ 受講時間 
１人あたり 10 時間（週に１回 2 時間 30 分を、4週間に渡って受講します） 

 
４ 募集定員等 

2025 年 9 月、10 月、11 月の 3 か月について募集します（詳しくは「10 講習日程」をご覧く
ださい）。ただし、上肢などに障がいのある方についてはその状況により、こちらで用意している自
助具等に適合するかなど、事前に機器の下見が必要となる場合があります。電話・FAX で下
見についてご確認の上、お申し込みください。 
※案内及び申込書は、各区役所保健福祉課、各区民センターなどに設置されています。 
（10 月 11 月の案内の設置は 8 月以降になります。） 
 
５ 講習会場 
札幌市北区北 7条西 6丁目１番地 北苑ビル 2 階（札幌チャレンジド内） 
札幌市障がい者ＩＣＴサポートセンター 講習会場 

[最寄駅] 
JR 札幌駅・地下鉄南北線さっぽろ駅・地下鉄東豊線さっぽろ駅 

[所要時間]ＪＲ札幌駅西コンコース北口から徒歩 5 分 
 
６ 受講料 
受講料（２,０００円） 
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７ 申込方法等 
区役所等に設置されている案内書の申込み用紙に必要事項をご記入のうえ、期日までに

郵送またはファックスでお申し込みください。 
また、電話にても承っております。必要事項はその際に確認させていただきます。 
（締め切り） 
① 2025 年 9 月講習会：2025 年 7 月 31 日（木）必着 
② 2025 年 10 月講習会：2025 年 8 月 29 日（金）必着 
③ 2025 年 11 月講習会：2025 年 9 月 30 日（火）必着 

 
（申込み記載事項） 
（1）氏名（ふりがな） （2）年齢 （3）性別 （4）住所 （5）電話番号 （6）障がいの種別及

び状況 
（7）①受講希望月と曜日②希望する講習（例）①2025 年 9 月 火曜②パソコン入門 
（8）パソコン、タブレット（iPad、アンドロイド）の操作歴 
※パソコン講習希望の視覚障がい又は盲ろうの方は、次の（9）、（10）についてもお知らせく 
ださい。 

（9）「音声読み上げソフト」または「画面拡大機能」のどちらを使用するか 
（10）講習で使用する機器の文字の入力方法は「6 点入力」と「フルキー入力」のどちらで行う

かの選択 
 
８ 申し込み及び問い合わせ先 
郵便番号 060-0807 
札幌市北区北 7条西 6丁目１番地 北苑ビル 2 階 (札幌チャレンジド内) 
札幌市障がい者 ICT サポートセンター 電話 011-769-0841 ファックス 011-769-0842 

  「電話受付：月曜～金曜（祝日除く） 午前 10 時～午後 4 時」 
  
９ 受講の決定 
応募者が多数で定員を超えた場合は、抽選で受講者を決定します。 

希望する受講日と内容によっては、日程調整の相談をさせていただくことがあります。 
詳細は、応募後に当センターからお送りする「受講決定通知」でご確認ください。 
また、円滑な講習実施のため、事前に障がい状況等について確認の連絡をする場合がありま
すのでご了承願います。 
 
10 講習日程 
■2025 年 9 月実施分（2025 年 7 月 31 日までに申し込み） 

曜 日 実 施 日 時 間 帯 定 員 
月 曜 1 日、 8 日、22 日、29 日※ 午前 10 時 00 分～ 

午後 0 時 30 分 
※（15 祝日休講） 

 
2 名/1 日 木 曜 4 日、11 日、18 日、25 日 

金 曜 5 日、12 日、19 日、26 日 
 
■2025 年 10 月実施分（2025 年 8 月 29 日までに申し込み） 

曜 日 実 施 日 時 間 帯 定 員 
火 曜 7 日、14 日、21 日、28 日  

午前 10 時 00 分～ 
午後 0 時 30 分 

 
2 名/1 日 木 曜 2 日、 9 日、16 日、23 日 

金 曜 3 日、10 日、17 日、24 日 
 
■2025 年 11 月実施分（2025 年 9 月 30 日までに申し込み） 

曜 日 実 施 日 時 間 帯 定 員 
火 曜 4 日、11 日、18 日、25 日  

午前 10 時 00 分～ 
午後 0 時 30 分 

 
2 名/1 日 水 曜 5 日、12 日、19 日、26 日 

木 曜 6 日、13 日、20 日、27 日 
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放課後等デイサービス 紹介 
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就労グループ （新職員） 紹介  

自己紹介 

就労グループ 岡田 織江 

 

皆さん、はじめまして！４月１日よりNPO法人札幌チャレンジドの一員として就労グル

ープにて勤務を開始しました、岡田織江（おかだおりえ）です。 

 

 私は、函館で生まれ育ち、大学進学を機に東京へ移りました。 

函館の穏やかな街並みを離れ、初めは戸惑うことも多かったですが、新しい環境での学

びを通じて視野を広げることができました。その経験を活かしたいと思い、卒業後も東京

で就職をしました。地元を離れることは大きな決断でしたが、多くのことを学び、成長で

きたと感じています。  

 

結婚を機に東京から札幌へ引っ越してきました。同じ北海道とはいえ、函館と比べて雪

の多さにはびっくりしましたが、函館も札幌も食の魅力に溢れ、自然が豊かで、温泉もあ

り心が癒されます。 

犬とともに過ごすことが当たり前だった幼少期。しかし、東京では犬を迎えることが叶

わず、その代わりに猫との暮らしが始まりました。札幌で、再び犬とともに暮らし始めまし

たが、別れも経験しました。そんな中、新しく迎えた双子の犬が、毎日に笑顔と幸せを届け

てくれています。 

 

東京では化粧小物・雑貨類の営業職として、お客様とのコミュニケーションを大切にし

ながら、最適な提案を行う仕事に取り組んでいました。札幌に住み始めてからは、より人

の人生に深く関わる仕事がしたいと思い、資格を取得し就労支援事業へ。 

直近では、自治体や官公庁から委託を受けた公共就労支援サービスの運営を行いなが

ら、専任相談員として、一人ひとりの可能性を引き出す支援を大切にしてきました。 

 

現在、担当業務としては国際航空券業務をメインに学びながら仕事に取り組んでいま

す。未経験の分野のため苦労することもありますが、周りの皆さんのサポートに感謝しな

がら、様々な場面でお役に立てるよう努力していきます。 

 これからもどうぞよろしくお願い致します。 
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就労グループ （新メンバー） 紹介 ① 

 

新しい居場所 

就労グループ （ペンネーム：EJ） 

 

2024年の 10月よりお世話になっております、EJ と申します。 

趣味は絵を描くこと、おいしいものの食べ歩きです。 

 

私は長年、重いうつ病をわずらっておりまして、B型施設からステップアップを目指し

て札幌チャレンジドさんに移行してきました。 

 

最初のお仕事は緊張しましたが、みなさんが明るく挨拶してくれるのですぐに馴染め

ました。 

この職場の良いところはそれだけではありません。真面目に丁寧にお仕事をする仲

間の姿を見て自分の気を引き締めて、仕事に取り組むことができます。 

とても良い環境、居場所であると思いました。 

 

頑張る人の姿から毎日学ぶことがあって、成長にも繋がります。 

お仕事を通して依頼者の方からお預かりした情報を通して、社会のことを学ぶことも

とても学びになっております。 

 

私は長年のうつ病で未来が不安でしたが、今はお仕事に向き合うことがとても楽し

いし、心の安定にもなっています。 

 

これからもこの場所で、同僚のみなさんとお仕事から学びを得て、研鑽を積み、成長

し上昇していきたいと思っています。 

 

この安心できる居場所に感謝しています。 
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就労グループ （新メンバー） 紹介 ② 

 

駆け出し 

就労グループ （ペンネーム：Y.M.） 

 

初めまして、今年度４月から札幌チャレンジドで勤めさせていただいている Y．M．で

す。 

現在は主に各種のデータ入力等の業務を担当しています。 

まだまだ一人前には程遠いですが日々、試行錯誤と努力を積み重ねてまいります。 

 

 

僕は声を出して話す事が得意ではないので基本的に筆談や、事業所で使われている

チャットツール「Teams」でコミュニケーションを取っています。 

主な趣味は、スマホゲーム、漫画、アニメ鑑賞です。 

 

高校２年生では、実習生として 1週間、３年生では４週間働かせていただきました。 

最初は学校とは違う環境でとても緊張しましたが、担当してくださった職員さんの丁

寧なご指導のおかげで、徐々に職場に慣れていき、落ち着いて仕事ができるように

なりました。 

そこで僕は、事業所の温かい雰囲気と職員方の優しさに心を打たれました。 

札幌チャレンジドで働けてとても良かったです。 

 

実習を経て、進路を決めていく過程で僕が実習で受けた優しさは忘れず、これから出

逢う人たちに向けていくべきだと感じました。 

 

これからも未熟ながら社会人として学んだことを素直に受け取り、出逢った人々を大

事にし、コミュニケーションを積極的に取っていきたいと思います。 

 

最後まで読んでくださりありがとうございました。 
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移行グループ紹介 

「移行支援プログラム紹介」 

移行支援グループ スタッフ 

中川 かおり（なかがわ かおり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆4/3～ワード基礎・パソコン基礎 

Microsoft office Word とWindows11

の基礎を学ぶ講習が始まりました。 

書式の設定方法やインターネットの使い方な

ど、基礎の基礎からしっかり学びます。 

☆5/22…JST（職場対人技能トレーニング） 

職場で必要となるコミュニケーションスキルに

焦点を当ててトレーニングを行うプログラム

です。 

この日は職場で謝る時の方法について学びま

した。 
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「SNS アカウントのお知らせ」 

 就労移行支援グループの X（Twitter）と Instagram の公式アカウントを開設しておりま

す。 

事業所内の様子・スタッフのつぶやき等、様々な情報を発信しています。下記 QR コードをス

マートフォンのカメラで読み取るとアクセスができます。ぜひお気軽にご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《お問い合わせ》 

NPO法人 札幌チャレンジド 移行支援グループスタッフ（大山・中川・金澤・渡辺・岡野） 

電話：011-769-0986（直通） FAX：011-769-0842 

mail：iko@s-challenged.net 

 

Instagram 

＠s_challengediko 

Twitter 

＠s_challengediko 

☆5/23…札幌を歩こう（外出レク） 

４月のグループワークで行先のプレゼン大

会を行い、今回は北海道大学植物園になり

ました。当日は天気にも恵まれ、豊かな自然

を満喫することができました。 

mailto:iko@s-challenged.net
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 賛助会費について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「札チャレ通信」 

秋号発送予定日 

令和7年9月 26日（金） 

昭和48年 1月 13日第三種郵便物承認  

発行日：2025年 7月 10日  

HSK通巻640号 Vol.263 

編集人：NPO法人 札幌チャレンジド 

発行人：HSK 北海道障害者団体定期刊行

物協会 

 

 

札幌チャレンジドでは、パソコン講習を受講される方に、賛助会費 

として年間１，０００円をお支払いいただいています。 

 

また、ご寄付や賛助会員（年間 1,000円）として札幌チャレンジド 

を応援していただける方は、以下の口座にお振り込みください。 

札幌チャレンジドの事務所にお持ちいただいても結構です。 

 

１．銀行振り込み 

＜振込先＞北洋銀行 札幌西支店 普通 ３９６６０８３ 

「特定非営利活動法人 札幌チャレンジド 理事長 加納尚明」 
  

２．郵便振替 

口座番号 ０２７５０－５－１３４６ 

「特定非営利活動法人 札幌チャレンジド」 

 

「札チャレラジオ通信」放送予定日（直近３か月分） 

 

７月２６日＊移行グループ 

８月２３日＊総務グループ 

９月２７日＊就労グループ 

 

毎月第４土曜日 14：00～15：00 の 1時間 でお送りしております。 


